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第１章 計画の枠組み 

１－１ 背景と目的 

阿寒摩周国立公園は、火山と森と湖が織りなす原生的景観を有し、我が国を代表する

傑出した自然の風景地として昭和 9（1934）年に指定された、最も歴史ある国立公園の

一つである。 

しかしながら、1990 年代に阿寒湖周辺でエゾシカによる広葉樹等の植生への被害状

況が北海道並びに（一財）前田一歩園財団の調査により示され、これにより阿寒地域が

エゾシカの主要な越冬地であることも明らかになった。平成 6（1994）年度から阿寒地

域において、メスジカの狩猟解禁を行うなど、官民協働の下、道東地区におけるエゾシ

カによる被害軽減と計画的な管理に向けた取り組みが進められてきた。 

道東地区から始まったエゾシカの保護と管理に関する考え方は、平成 12（2000）年

には「鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律」（現「鳥獣の保護及び管理並びに狩

猟の適正化に関する法律」。以下「鳥獣保護管理法」という。）に基づく特定鳥獣保護管

理計画として、全道を対象とした「エゾシカ保護管理計画」（現「北海道エゾシカ管理

計画」）に発展している。 

平成 25（2013）年には、自然公園法に基づき、農林水産省と環境省により「阿寒生

態系維持回復事業計画」が策定（平成 29 年に更新）され、阿寒摩周国立公園でのエゾ

シカ生息状況やエゾシカによる生態系への影響等について調査が進められてきた。 

 

本計画は、上位計画である阿寒生態系維持回復事業計画の目標達成及び対象地域にお

けるエゾシカによる自然環境等への被害の低減のため、エゾシカ対策の目標、効果的・

効率的な対策手法及び関係機関・団体の役割分担や連携等について定めることを目的と

する。 

 

１－２ 計画の位置付け 

本計画は、自然公園法に基づき策定された「阿寒生態系維持回復事業計画」（平成 29

年３月、農林水産省・環境省）の内容に基づく実施計画として策定する（※）。また、

鳥獣保護管理法に基づく第二種特定鳥獣管理計画「北海道エゾシカ管理計画」の地域計

画としても位置付けられる。 

このため、本計画は、阿寒摩周国立公園エゾシカ対策協議会（以下「協議会」という。）

の構成員が実施するエゾシカ対策について、共通の指針とするものである。 

 

※生態系維持回復事業として認められた行為（工作物の設置や動植物の捕獲・採集など）

は、自然公園法に基づく許可を要しないこととされている（自然公園法第 20 条第９

項第２号及び同法第 21条第８項第２号）。このため、本計画に基づき協議会構成員（オ

ブザーバーを除く）が阿寒摩周国立公園内で行う対策については、自然公園法の許可

手続きが不要となる。 
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１－３ 計画の期間 

上位計画である阿寒生態系維持回復事業計画の点検・見直し時期（概ね５年ごと）と

同時期に見直しを行うため、本計画（第１期計画）の期間は次のとおりとする。 

 

令和３（2021）年４月１日から令和８（2026）年３月 31 日まで 

 

１－４ 計画の対象地域 

本計画は、阿寒摩周国立公園及びその隣接地域を対象地域とする。 

隣接地域とは、エゾシカの行動圏又は季節移動範囲等に基づく範囲とする（図 1）。 



 

3 

 

第２章 基本方針 

２－１ 保全対象 

阿寒摩周国立公園の景観を特徴づける生態系であり、現にエゾシカによる被害が確認

されているものとして、特に「火山活動に基づく森林・高山植生からなる生態系」を保

全対象とする。なお、これらの生態系が分布する地域は、国立公園の特別保護地区及び

第１種特別地域とほぼ一致する。 

 

２－２ 対策目標 

「保全対象である生態系を構成する森林の更新及び高山植物の生育の維持」を対策目

標とする。ただし、対象地域からのエゾシカ排除を目指すものではない。 

当面は具体的数値目標の設定は困難だが、対策状況のモニタリングや評価による科学

的知見に基づく数値目標の設定に努める。 

 

２－３ 対策地区の区分 

本計画では、保全対象の状況、エゾシカの季節移動等を含む生息状況、植生への被害

状況及び既存のエゾシカ対策状況等を考慮し、「阿寒地区」、「摩周地区」、「隣接地区」

に区分する（図 1）。 

 

２－４ 対策手法の検討 

本計画では、対策目標を達成するため、対策地区ごと・対策主体ごとに各種エゾシカ

対策（※）の適切な組み合せ等を検討する。 

※この計画において「エゾシカ対策」は、北海道エゾシカ対策推進条例２条の定義に

よる。 

なお、本計画に基づく対策は、対象地域における農林業等への被害の軽減にも資する

ものとなるよう留意する。また、国立公園利用者等の安全及び快適性の確保並びに植生

及び他の動物、その他風致景観への影響の最小化に留意する。 

 

２－５ 広域連携 

国立公園区域外も含む広域でのエゾシカ対策を効果的・効率的に実施するため、協議

会構成員は、適切な役割分担の下で相互に連携・協力する。 

 

２－６ 順応的管理 

本計画に基づく対策状況のモニタリングを行い、対策目標の達成状況を定期的に評価

する。また、その結果等を踏まえて計画の見直しを適切に行うことで、本計画に基づく

エゾシカ対策を順応的に行う。 
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●代表的な保全対象 

①阿寒湖岸の森林、湖上に浮か

ぶ島々及びパンケトー・ペン

ケトーを含む雄阿寒岳一帯 

②雌阿寒岳の中腹以上及び 

オンネトー周辺 

③屈斜路湖及び湖の北西側 

外輪山 

④硫黄山（アトサヌプリ）山麓

及びその周辺 

⑤摩周カルデラの外輪山及び

西別岳 

 

（※「隣接地区」について 

過去の GPS 行動追跡調査結果

の内、公園内で越冬した個体が

公園外へ移動した際の距離を

参考に仮に想定した範囲を点

線で表現。今後、追加情報等に

よる見直し可能性あり） 

図 対象地域と各地区見取り図  

摩周地区 

阿寒地区 

隣接地区 

① 

② 

③ ④ 

⑤ 
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第３章 地区ごとの対策方針 

３－１ 阿寒地区 

阿寒カルデラを中心とした地域であり、阿寒湖周辺ではトドマツやミズナラ等の針広

混交林、雌阿寒岳・雄阿寒岳山麓ではアカエゾマツの純林が見られる。また、標高に応

じた植生の垂直分布が見られ、高標高域では高山植物群落が生育している。 

本地区の大部分は釧路市（阿寒町）域であるが、足寄町、津別町及び白糠町域も一部

含まれる。国有林又は民有林における森林管理が多くの地域で行われている一方で、農

業は営まれていない。また、４つの鳥獣保護区が北海道により指定されている。 

 

 

（対策の現状） 

 阿寒湖周辺では、平成 6（1994）年にエゾシカの狩猟規制が緩和され、平成 11（1999）

年ごろから土地所有者等による捕獲事業が実施されている。また、エゾシカの生息密度

や行動追跡、植生被害状況の調査など各種モニタリングが行われている。これら対策の

結果、阿寒湖周辺の航空カウントによるエゾシカの生息密度は 27.1 頭/㎢（1993 年）

から 9.5 頭/㎢（2009 年）に低下し、2012 年には林床植生の回復傾向が確認されている。 

 雌阿寒岳及び雄阿寒岳の地域においては、保全対象への目立った被害は確認されてお

らず、現状では特段の対策は実施されていない。 

 

（本計画期間における対策方針） 

 阿寒地区では、森林の天然更新及び特徴的な高山植物が生育できる状態の維持・回復

を目標として、主に阿寒湖周辺でこれまで行われてきた各種対策を継続する。 

阿寒湖周辺では、現状の捕獲・防除対策及びモニタリングに加え、必要に応じて新た

に防鹿柵の設置等を検討・実施する。また、針広混交林の天然更新を実現するための具

体的な目標設定や、その目標の達成に向けた効果的な手法の検討、試行及び課題整理を

行う。 

 雌阿寒岳及び雄阿寒岳の地域においては、定期的に保全対象をモニタリングすること

により、エゾシカによる被害状況又はその予兆の早期把握に努める。 

代表的な保全対象 保全対象への被害状況 

阿寒湖岸の森林、湖上に浮

かぶ島々及びパンケトー・

ペンケトーを含む雄阿寒岳

一帯 

1980 年代より阿寒湖周辺の森林においてエゾシカによる

被害が顕著。阿寒湖のチュウルイ湾周辺では、現在も針葉

樹以外の低木がほとんどないこと等が確認されている。 

雄阿寒岳及びその周辺では、顕著な被害は確認されていな

い 

雌阿寒岳の中腹以上及びオ

ンネトー周辺 

2019 年の高山植生に関する調査結果より、過去 8年間に明

らかな植生変化は確認されていない 
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３－２ 摩周地区 

摩周カルデラ及び屈斜路カルデラを中心とする地域であり、西別岳周辺のダケカンバ

の純林、硫黄山山麓のハイマツ－イソツツジ群落、屈斜路外輪山の高山性風衝植生など

を有する。また、ポンポン山や和琴半島等では噴気孔植生などが見られ、地熱による特

異な生態系が構成されている。 

本地区の大部分は弟子屈町域であるが、隣接する津別町、美幌町、大空町、小清水町、

清里町、中標津町及び標茶町が一部含まれる。多くは森林域だが、阿寒地区に比べて農

地が多い。また、４つの鳥獣保護区が北海道により指定されている。 

 

代表的な保全対象 保全対象への被害状況 

・屈斜路湖及び湖の北西側外輪山 屈斜路湖中島での植生被害の増加傾向が確認され

ている。 

和琴半島で噴気孔植生への被害が確認され始めて

おり、半島に通年生息するコオロギ類への影響も懸

念される。 

・硫黄山（アトサヌプリ）山麓及

びその周辺 

ポンポン山での植生被害の増加傾向が確認されて

いる。 

・摩周カルデラの外輪山及び西別

岳 

樹木の減少や不嗜好性植物の増加が確認されてい

るが、エゾシカによる影響かは明らかになっていな

い。 

   

（対策の現状） 

 狩猟規制の緩和に加え、関係自治体による農業被害対策としての捕獲が主要なエゾシ

カ対策となっている。 

摩周地区ではエゾシカの行動追跡、植生被害状況の調査など一部モニタリングも行わ

れているが、エゾシカによる保全対象への被害状況等の把握が十分とは言えず、上記の

捕獲対策等が保全対象への被害軽減に繋がっているかは不明。 

 

（本計画期間における対策方針） 

 本地区では、エゾシカの生息状況や保全対象へのエゾシカによる被害に関する情報が

不足していることから、まずはこれらの情報把握に努める。 

屈斜路湖中島、ポンポン山及び和琴半島への被害対策については、捕獲や防鹿柵設置

による被害防除など、具体的な対策の実施に向けた目標設定や手法の検討を進める。 
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３－３ 隣接地区 

（被害状況及び対策の現状） 

北海道東部地域におけるエゾシカの推定生息数は、平成 23（2011）年度をピークに

ゆるやかな減少傾向にある（令和元年 10月時点の推定値。北海道発表） 

農林業被害金額についても捕獲や侵入防止柵の整備等により減少しており、オホーツ

ク、根室管内では平成 11 年度比で半減以上となっている一方、被害額が 1 億円を越え

る自治体も複数存在する。 

 

（本計画期間における対策方針） 

各市町村が策定した鳥獣被害防止計画等、本地区における既存のエゾシカ対策に係る

計画に基づき、エゾシカによる被害軽減にむけた捕獲等の対策を継続して実施する。こ

の際、エゾシカの行動圏や季節移動を考慮し、阿寒摩周国立公園内における対策との連

携について特に留意する。また、これらの対策検討の基盤となる、国立公園内外を含め

た広域における関連情報を収集・整理するための各種モニタリングを行う。 

林野庁（国有林）、北海道（道指定鳥獣保護区他）などの関係機関が管理している区

域においては、エゾシカに関する情報共有と連携を図ることでより効果的・効率的な対

策の検討推進を図る。 

 

３－４ 各地区共通の対策 

本計画に基づく各種エゾシカ対策の効果的な実施に必要な場合には、狩猟規制の見直

し等による捕獲圧の調整、捕獲個体の適正処理・有効活用及び各種エゾシカ対策の担い

手の確保等、本計画の対象地域全体における課題について、適切に検討を行う。 

また、本計画の実施に資する研究及び地域住民・公園利用者等への普及啓発を促進す

る。 
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第４章 モニタリング及び評価 

４－１ 被害状況のモニタリング 

（１）保全対象への被害状況 

 保全対象である生態系への被害状況を把握するため、主に植生（草本類及び木本

類）を対象としたモニタリング調査を実施する。調査手法等は、「森林植生に及ぼ

すエゾシカの影響把握に関する手引き（仮称）」（北海道総合研究機構、2021 年予

定）を踏まえて検討する。 

顕著な植生被害又はその予兆が認められた場合には、当該保全対象（生態系）の

構成要素である昆虫類などへの影響把握調査の実施についても検討を行う。この際、

調査手法や評価方法も含め、有識者から適宜助言を受ける。 

（２）農林業等への被害状況 

市町村が行う農林業への被害状況調査や、北海道森林管理局及び北海道が行う森

林生態系への影響調査等によって概況を把握する。その上で、本計画の対象地域に

おける各種エゾシカ対策に必要な場合には、更に個別の詳細調査の実施を検討する。 

 

４－２ エゾシカ生息状況のモニタリング 

（１）個体数動向（増減傾向）の把握 

これまで実施されているライトセンサスにより引き続き把握する。なお、本ライ

トセンサスは、毎年秋期の日没後、市町村ごとに設定した既定の調査コース（農地、

森林の２種。各 10km 程度）において実施されているものであり、本調査結果を基

に推定個体数及びその増減傾向が把握されている。 

（２）行動圏及び季節移動状況の把握 

GPS 発信器付き首輪を捕獲個体に装着して放獣し、季節移動の経路や行動範囲を

把握する。これまでに阿寒湖及び屈斜路湖周辺において計 12 頭の追跡実績がある

（このうち 4 頭は現在も追跡を継続中）。今後は摩周湖周辺の被害状況などを踏ま

えて追加実施の検討を行う。 

（３）その他 

各種対策の検討又は効果の検証のため、上記（１）（２）によるモニタリングで

は十分ではないと判断される場合等において、有識者の助言を受けて、追加的なモ

ニタリング調査を検討・実施する。 

限られた範囲内のエゾシカの生息状況を把握する調査手法としては、上記のライ

トセンサスの他、糞粒調査や自動撮影カメラによる定点調査等が想定される。 
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４－３ 対策状況のモニタリング 

本計画に基づく対策（上記４－１、４－２のもの以外）の実施状況のモニタリングと

して、主に捕獲対策と被害防除対策の実施状況について継続的に把握する。 

捕獲対策の状況として、狩猟、許可捕獲又は指定管理鳥獣捕獲等事業などによる捕獲

結果について収集し、５km メッシュ単位を基本として整理する。また、可能な限り、

捕獲結果と併せて目撃情報の把握にも努める。被害防除対策の状況としては、防鹿柵や

樹皮保護ネットの設置等について把握する。 

この他、本計画の実施に資する普及啓発や研究等についても、必要に応じて継続的な

情報収集・整理を行う。 

 

４－４ モニタリング結果の共有及び評価 

 上記の各種モニタリング結果については、各構成員からの情報提供を受けて、事務局

で集約整理し、協議会等において共有する。情報の収集と共有に関する具体な方法につ

いては、各構成員の負担軽減や効果的な対策に資するものとなるよう検討を行う。 

また、本計画に基づく対策の評価は、各種モニタリング結果に基づく有識者の助言を

得て行う。 
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第５章 計画の実施体制等 

５－１ 計画の実施体制 

 本計画は、協議会構成員が、それぞれの役割に応じた対策を相互に連携・協力して実

施する。 

 この際、協議会の場を活用し、各種対策の情報共有、意見交換、連絡調整等を行う。

また、必要に応じて有識者から効果的・効率的なエゾシカ対策についての助言を得る。 

 

５－２ 役割分担 

（１）環境省釧路自然環境事務所 

 国立公園管理者、生態系維持回復事業計画の策定者及び協議会事務局として、次

のとおり、本計画全体の円滑な実行について中心的な役割を果たす。 

・協議会の運営 

・エゾシカの生息状況に係るモニタリング調査 

・保全対象である植生等のモニタリング調査 

・保全対象への被害防除を目的とした防鹿柵の設置及びエゾシカの捕獲事業 

・生態系の維持又は回復に資する普及啓発 

・協議会構成員による対策情報の収集・整理及び協議会での共有 

 

（２）林野庁北海道森林管理局 

 国有林管理者及び生態系維持回復事業計画の策定者として、次のとおり、国有林

におけるエゾシカ対策について積極的な役割を果たす。 

・エゾシカによる森林生態系への影響調査 

・エゾシカ捕獲事業の積極的な実施・拡大 

・捕獲の促進に係る北海道・市町村との連携 

・既存の防鹿柵・樹木保護ネット等の適切な管理 

・上記の対策実施状況や結果の協議会事務局への提供 

 

（３）北海道 

 北海道エゾシカ管理計画の策定者として、同計画に基づき、次のとおり、本計画

対象地域における対策を主導する。 

・狩猟規制や捕獲許可基準の見直し等による捕獲圧の調整 

・北海道指定鳥獣保護区等における市町村等関係機関と連携したエゾシカの捕獲事業 

・エゾシカ捕獲体制の構築及び担い手の確保 

・有効活用の推進及び捕獲個体の適正処理に係る各種調整 

・エゾシカの分布、生息環境、捕獲状況及びエゾシカによる被害状況等に関する各

種モニタリングと調査研究 

・上記の対策実施状況や結果の協議会事務局への提供 
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（４）市町村 

 鳥獣被害防止特措法に基づく鳥獣被害防止計画の策定者として、同計画に基づき、

協議会構成員との連携の下で、農林業被害対策としての捕獲、防鹿柵の設置等を実

行する。 

 また、上記対策の実施状況や結果を協議会事務局に提供する。 

 

（５）大規模森林所有者 

 所有林の森林保全として、協議会構成員との連携の下で、捕獲や防鹿柵の設置等

を実行する。 

 また、上記対策の実施状況や結果を協議会事務局に提供する。 

 

５－３ 計画の見直し等 

 本計画の最終年度（令和 7（2025）年度）には、本計画に基づく対策の実施状況及び

対策の効果について、有識者による検証及び評価を行い、次期計画の策定に係る検討を

行う。 

 この際、あわせて上位計画である阿寒生態系維持回復事業計画の点検・見直しも行う

こととする。 
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阿寒摩周国立公園及びその周辺における土地利用状況 
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阿寒摩周国立公園における主な保全対象（植生区分図） 

 


